
熊
本
地
震
の
活
動
記
録
集

八
Ｍ
ｏ
八
南
海
ト
ラ
フ
備
え
に

昨
年
４
月
の
熊
本
地
震

で
、
被
災
者
の
医
療
救
援

に
当
た
っ
た
国
際
医
療
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

（
本
部
・
岡
山
市
）
は
、

成
果
と
課
題
を
検
証
す
る

活
動
記
録
集
を
作
っ
た
。

生
か
す
狙
い
。
ヽ

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
前
震
発
生

日
（
1
4
日
）
の
翌
日
か
ら
、

深
刻
な
被
害
を
受
け
た
熊

本
県
益
城
町
の
小
学
校
を

拠
点
に
救
護
所
を
開
設
。

半
年
間
で
医
療
従
事
者
ら

近
い
将
来
に
発
生
が
懸
念
一
延
べ
１
２
７
人
を
派
遣
し

さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
へ
の
備
え
に
教
訓
を

診
察
や
リ
ハ
ビ
リ
、

‘鍼
灸

治
療
、
避
難
所
の
衛
生
管

理
な
ど
に
取
り
組
み
、
約

３
千
人
の
被
災
者
を
支
援

し
た
。

　
　
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
・

津
波
に
備
え
て
～
２
０
１

６
年
熊
本
地
震
　
被
災
者

救
援
活
動
の
検
証
」
と
題

す
る
記
録
集
は
、
巡
回
診

療
や
車
中
泊
者
の
健
康
管

理
と
い
っ
た
医
療
支
援
の

様
子
を
写
真
や
デ
ー
タ
を

交
え
て
紹
介
。
他
の
支
援

団
体
の
協
力
で
要
介
幼
者

亀’

用
ト
イ
レ
や
段
ボ
ー
ル
ベ

ッ
ド
を
導
入
す
る
な
ど
避

難
所
の
環
境
改
善
に
努
め

熊
本
地
震
で
被

災
者
の
医
療
救

援
に
当
た
っ
た

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活

動
記
録
集

た
こ
と
を
詳

述
し
て
い

る
。
避
難
生

活
の
長
期
化

に
伴
っ
て
鍼

灸
の
Ｉ
〒
ズ

が
高
ま
っ
た
実
態
も
報
告

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
片
岡
聡
一
総
社

市
長
や
松
田
久
・
岡
山
経

済
同
友
会
代
表
幹
事
、
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
医
師
ら
７
人
が
熊

本
地
震
を
踏
ま
え
た
大
地

震
へ
の
備
え
に
つ
い
て
繰

言
。
コ
現
地
の
）
行
政

職
員
が
足
ら
ず
支
援
物
資

の
配
送
な
ど
に
遅
延
が
あ

っ
た
」
　
「
復
興
に
は
民
間

の
力
が
大
き
い
」
な
ど
と

振
り
返
り
、
官
民
組
織
が

連
携
す
る
必
要
性
を
訴
え

て
い
る
。

　
益
城
町
出
身
で
現
地
統

括
を
務
め
た
難
波
妙
理
事

は
「
熊
本
で
の
活
動
を
検

証
し
課
題
を
含
め
関
係
機

関
で
共
有
す
る
こ
と
が
、

今
後
の
災
害
対
応
の
在

り
方
を
探
る
た
め
に
欠

か
せ
な
い
」
と
話
し
て
い

る
。

　
Ａ
４
判
カ
ラ
ー
、
8
5
々
。

約
１
２
０
０
部
作
製
し
協

力
団
体
な
ど
に
配
っ
た
。

問
い
合
わ
せ
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

゛
（
０
８
６
－
２
５
２
１
７

７
０
０
）
。

天
機
洋
平
）
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